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9,354万円

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
等
の

�

地
方
創
生
推
進
事
業

前年度比9億1,480万円の増
令和3年度一般会計予算

過去最大の予算

225億2,340万円の予算を可決
令和３年度当初予算を、３月11日、15日、16日、18日、23日の５日間にわたり、特別委員会を設置し審査しました。

※表紙および２～５Pの文中の金額は全て千の位を切り捨て

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

再
構
築
の
検
討
715万円

Ｋ
Ｂ
Ｃ（
九
州
朝
日
放
送
）の
デ
ー
タ
放
送

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化

132万円

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

導
入
に
よ
る　
　

�

業
務
改
善
・
効
率
化
428万円

　テレワークの浸透など、働き方に対する人々の考え方の

変化を捉え、閉鎖された温泉旅館のリノベーションを行い、

サテライトオフィスやシェアオフイス等として活用し、古

賀市への移住・定住・滞在を促す新たな取り組み。

令
和
３
年
度
予
算

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号 02



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
5億4,716万円

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

構
築
お
よ
び
推
進

9,629万円

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

�

効
果
的
な
受
診
勧
奨
485万円 707万円

包
括
的
な
相
談
支
援
体
制

構
築
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

�

３
中
学
校
区
へ
の
配
置

　地域包括支援セン

ターを３中学校区に設置

し、医療・介護・住まい・

生活支援・介護予防を一

体的に提供し、今後も増

加する後期高齢者や一人

暮らし高齢者、認知症高

齢者等に対し、住み慣れ

た地域で人生の最期まで

尊厳を持って暮らし続け

られる支援を行います。

　新型コロナワクチン接種

のリハーサルが、３月28日

（日）サンコスモ古賀におい

て実施されました。集団接種

を想定し、接種にかかる一連

の流れや、各ブースの所要時

間から滞留が起きている場

所がどこなのかを確認する

ことで課題を洗い出し、接種

を希望する市民の皆さんが、

安全かつ適切・速やかに接種

できる体制を整備すること

にしています。

令
和
３
年
度
予
算

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号03



特
定
不
妊
治
療
の

�

費
用
助
成

665万円

子
ど
も
支
援
団
体
と
の
連
携
に

�

よ
る
見
守
り
体
制
の
強
化
299万円

120万円

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

対
象
外
の
子
ど
も
に
対
す
る
多
様
な

�

集
団
活
動
の
支
援

16億2,347万円

古
賀
市
の
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
た
め
保
育
士
、

保
育
園
運
営
へ
の
支
援

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
1,826万円

令
和
３
年
度
予
算

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号 04



令和３年度　古賀市会計別予算� 各表中の金額については、端数処理の関係上合計が一致しない場合があります。（千の位を切り捨て）
区　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　　　較
一 般 会 計 225億 2,340 万円 216億 860万円 9億 1,480 万円の増

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業 2,514万円 2,408 万円 106万円の増
国民健康保険 60億 8,966 万円 61億 356万円 1,389 万円の減
後期高齢者医療 8億 3,858 万円 8億 2,691 万円 1,167 万円の増
介護保険 42億 5,508 万円 42億 5,396 万円 111万円の増

総　　　計 337億 3,188 万円 328億 1,713 万円 9億 1,475 万円の増
公営企業会計

区　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 区　分 本年度予算額 前年度予算額 比　較

水道事業会計 収益的収入 12億　338万円 11億5,846万円 4,492万円の増 資本的収入 564万円 363万円 201万円の増
収益的支出 11億1,338万円 10億3,898万円 7,439万円の増 資本的支出 5億5,265万円 5億5,716万円 451万円の減

下水道事業会計 収益的収入 23億1,455万円 20億5,748万円 2億5,706万円の増 資本的収入 8億9,293万円 10億6,520万円 1億7,227万円の減
収益的支出 21億1,777万円 19億8,329万円 1億3,448万円の増 資本的支出 15億6,467万円 17億1万円 1億3,533万円の減

高
収
益
を
め
ざ
す

�

農
業
経
営
へ
6,640万円

雨
水
管
理
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
た
雨
水
施
設
の

現
況
調
査
の
実
施

5,630万円

創
業
や
新
分
野
進
出
に

�

取
り
組
む
事
業
者
の
支
援

900万円

1億7,118万円

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

�

整
備
事
業

　海津木苑は昭和58年度よ

り供用開始し、令和４年度

で40年を迎えます。その間、

施設整備を行ってきました

が、施設の老朽化が進行して

いる状態です。そこで、新た

にし尿・浄化槽汚泥及び有機

汚泥（農業集落排水汚泥）を、

広域的に安定した処理を行

うとともに、循環型社会形成

推進に寄与する新処理施設

の建設工事が始まり、令和５

年度供用開始の予定です。

令
和
３
年
度
予
算

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号05



　
田
辺
市
長
２
年
目
の
予
算
の
提
案
に
対

し
、
副
市
長
、
各
部
・
課
長
か
ら
各
予
算
案

の
概
要
説
明
を
受
け
、
各
委
員
か
ら
の
資
料

要
求
に
基
づ
く
資
料
等
を
参
考
に
、
５
日
間

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
の
主
な
質
疑
は
以
下
の
通

り
。
感
染
症
対
策
事
業
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
係
る
接
種
開
始
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

予
約
方
法
、
接
種
場
所
に
つ
い
て
、
総
合
計

画
策
定
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
構
築
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
古
賀

駅
東
口
周
辺
地
区
空
間
整
備
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

検
討
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
総
合
防
災
マ
ッ

プ
配
布
、
避
難
所
用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
・

中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
の
通
信
環
境

の
問
題
、
古
賀
北
中
学
校
教

室
棟
大
規
模
改
造
工
事
等
に

つ
い
て
、
少
年
の
船
に
関
す

る
事
業
計
画
の
成
果
と
課
題

（
見
直
し
）、
ス
タ
ッ
フ
お
よ

び
児
童
の
自
己
負
担
金
の
問

題
等
に
つ
い
て
。

　
温
泉
施
設
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
促
進
事
業
に
つ
い
て

「
市
長
質
疑
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
特
に
収
支
見
通
し
に
関

す
る
市
長
の
認
識
等
に
つ
い

て
質
疑
さ
れ
ま
し
た
。

　「
公
共
交
通
網
整
備
計
画
」
の
自
由
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
討
議
で
は
、
宗
像
市
等
で
始

ま
っ
た
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
実

験
を
参
考
に
古
賀
市
で
も
早
急
に
実
施
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
で
は
、
値
上
げ

の
理
由
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
、

水
道
事
業
会
計
予
算
、
下
水
道
事
業
会
計
予

算
は
賛
成
多
数
で
こ
れ
を
可
決
。
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
賛

成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
総
額
３
９
０
億
円
強
の
過
去
最
高
予
算

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告　

森
本
義
征

議
員

�

２
０
２
１
年
度
２
社
、22
年
度
10
社
、

23
年
度
以
降
は
12
社
誘
致
と
い
う

見
通
し
は
大
丈
夫
か
。

市
長

�

不
確
定
要
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
運

営
に
係
る
支
出
は
賃
料
等
運
営
収
入

で
賄
え
る
規
模
を
想
定
。
誘
致
件
数

は
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

全
力
で
実
現
で
き
る
と
判
断
し
た
。

議
員

�

市
の
持
ち
出
し
は
２
千
万
円
程
度

に
抑
え
、
23
年
度
以
降
は
ゼ
ロ
と
す

る
基
準
を
ク
リ
ア
し
な
い
事
業
者

は
選
定
し
な
い
と
約
束
で
き
る
か
。

市
長

�

今
回
示
し
た
見
通
し
は
公
に
な
っ
て

い
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
応
募
す
る

事
業
者
も
意
識
す
る
と
思
う
。 

議
員

�

委
託
契
約
締
結
前
に
収
支
見
通
し

を
市
民
・
議
会
に
示
す
べ
き
で
は
。

市
長

�

道
の
駅
の
時
と
は
違
う
の
で
私
の
責

任
で
し
っ
か
り
進
め
た
い
。
と
は
い

え
、
選
定
の
経
過
や
提
案
内
容
は

適
切
な
方
法
で
説
明
す
る
。

議
員

�

見
通
し
通
り
い
か
な
い
場
合
の
見
直

し
・
撤
退
基
準
が
必
要
で
は
。

市
長

�

達
成
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
。

議
員

�

経
営
戦
略
課
は
総
合
計
画
、
公
共

交
通
を
担
当
し
大
変
だ
。

市
長

�

懸
念
は
あ
る
が
、
薬
王
寺
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
も
他
の
業
務

は
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
と
認
識
。

議
員

�

地
方
創
生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
の

活
用
は
ど
こ
で
決
め
た
か
。

市
長

三
役
査
定
で
決
定
。

議
員

�

工
事
完
了
と
入
居
可
能
の
時
期
は
。

市
長

�

６
月
末
ま
で
に
完
了
し
７
月
以
降
入

居
可
能
。追
加
工
事
は
年
度
内
完
了
。

市
長
質
疑

奴
間
健
司将来の過度な財政負担を避けるべき

温
泉
施
設
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
初
期
投
資
約
１
億
４
千
万
円
に
増
額

３
年
で
12
社
誘
致
。
収
支
見
通
し
は
大
丈
夫
か

賃
料
で
賄
え
る
。

答
問

令
和
３
年
度
予
算

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号 06



　【
評
価
】
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

古
賀
北
中
学
校
大
規
模
改
造
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
幼
保
無

償
化
対
象
外
の
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
、

40
歳
が
ん
検
診
無
料
化
等
。【
指
摘
】
▼

第
５
次
総
合
計
画
に
財
政
計
画
を
反
映
、

審
議
会
で
の
慎
重
審
議
▼
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
実
証
実
験
の
早
期
実
施
▼
薬

王
寺
温
泉
施
設
活
用
の
収
支
見
通
し
の

契
約
締
結
前
提
示
▼
職
員
の
声
を
把
握

し
足
元
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と
。 奴

間
健
司

賛　
成

　
市
制
施
行
以
来
の
古
賀
市
人
口
６
万

人
の
悲
願
達
成
。
同
時
に
次
の
目
標

６
万
５
千
人
へ
と
声
高
ら
か
に
〔
達
成
と

新
た
な
出
発
〕
を
内
包
す
る
予
算
だ
。
こ

の
際
、
筑
前
国
小
野
村
５
、
青
柳
村
６
、

席
内
村
４
集
落
の
合
計
15
の
原
型
か
ら

波
及
し
て
い
る
古
賀
市
が
改
め
て
結
合

し
て
一
体
化
と
な
る
「
ユ
ナ
イ
ト
」、
利

は
内
に
あ
る
こ
と
を
基
本
に
ま
い
進
し

て
も
ら
い
た
い
。

吉
住
長
敏

賛　
成

　
台
風
な
ど
緊
急
時
も
リ
モ
コ
ン
の
ｄ

ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
迅
速
に
情
報

を
入
手
で
き
る
デ
ー
タ
放
送
が
、
４
月
１

日
か
ら
開
始
。
利
便
性
の
向
上
に
期
待
。

産
前
・
産
後
ヘ
ル
パ
ー
委
託
で
、
家
事
・

育
児
を
支
援
。
心
身
と
も
に
、
し
ん
ど
い

時
期
の
子
育
て
を
応
援
。
コ
ロ
ナ
禍
で
非

正
規
の
女
性
・
若
者
な
ど
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

こ
と
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
。

伊
東
洋
子

賛　
成

　
公
共
交
通
網
整
備
事
業
費
や
約
５
０

１
０
万
円
に
増
の
西
鉄
バ
ス
赤
字
補
塡

は
、
今
、
必
要
な
方
の
役
に
立
っ
て
い
な

い
。
災
害
対
策
も
、
避
難
所
の
備
品
整

備
数
が
少
な
く
、
不
安
。
災
害
時
の
避
難

所
と
な
る
体
育
館
へ
の
冷
暖
房
対
策
が

で
き
て
い
な
い
。
児
童
生
徒
や
高
齢
者
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
に
は
危
な
い
通
学

路
や
狭
い
生
活
道
路
、
歩
道
の
整
備
が
遅

れ
大
き
な
問
題
。
コ
ロ
ナ
禍
の
給
付
や
貸

付
な
ど
の
援
助
も
不
足
。

内
場
恭
子

反　
対

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

広
域
連
合
の
保
険
料
は
、

年
金
生
活
者
が
多
い
高

齢
者
に
は
負
担
が
大
き

い
。
安
心
の
後
期
高
齢

者
の
生
活
、
医
療
を
支

え
る
制
度
で
は
な
い
。

今
後
、
収
入
の
多
い
高

齢
者
の
医
療
費
負
担
増

を
検
討
す
る
動
き
な
ど

も
あ
り
問
題
だ
。

内
場
恭
子

反　
対

後
期
高
齢
者
医
療

　
糖
尿
病
等
の
医
療
費

分
析
に
基
づ
く
的
確
な

健
康
づ
く
り
、
予
防
策

の
徹
底
を
期
待
す
る
。

２
０
２
２
年
度
に
小
・
中

学
生
の
特
定
健
診
を
導

入
で
き
る
よ
う
検
討
お
よ

び
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ

ン
ト
ア
プ
リ
の
有
効
活

用
を
求
め
る
。
健
康
介

護
課
、
福
祉
課
と
市
民

国
保
課
の
連
携
を
期
待
。

奴
間
健
司

賛　
成

国
民
健
康
保
険

　
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
増

に
対
応
す
る
保
険
料
値

上
げ
は
理
解
。
サ
ー
ビ
ス

制
限
が
な
い
よ
う
求
め

る
。
各
自
治
会
に
２
名

の
健
康
づ
く
り
推
進
員

確
保
、
認
知
症
の
早
期

発
見
・
対
応
に
よ
る
予

防
や
重
症
化
防
止
お
よ

び
健
康
介
護
課
と
福
祉

課
の
連
携
を
期
待
す
る
。

奴
間
健
司

賛　
成

介
護
保
険

　
令
和
３
年
度
の
保
険

税
額
は
前
年
度
同
額
設

定
。
市
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
を
も
っ
と

積
極
的
に
行
い
財
政
的

な
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

均
等
割
の
廃
止
や
保
険

税
額
を
引
き
下
げ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
に
応

え
て
お
ら
ず
、
市
民
の

命
と
健
康
を
守
る
保
険

制
度
に
な
っ
て
い
な
い
。

内
場
恭
子

反　
対

国
民
健
康
保
険

　
保
険
料
基
本
月
額
が

５
１
０
０
円
に
。
３
０
０

円
の
引
き
上
げ
で
も
負

担
増
。
高
齢
者
の
生
活

の
質
を
高
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
が
安
心

し
て
介
護
を
受
け
ら
れ

る
制
度
に
す
る
た
め
、

保
険
料
の
引
き
下
げ
や

利
用
料
の
減
免
制
度
な

ど
が
で
き
て
い
な
い
。

内
場
恭
子

反　
対

介
護
保
険

　
福
岡
地
区
水
道
企

業
団
か
ら
の
受
水
は
約

68
％
、
北
九
州
市
水
道

用
水
供
給
事
業
の
水
が

約
13
％
、
市
の
水
の
５

分
の
４
を
依
存
。
市
の
浄

水
は
約
19
％
。
北
九
州

市
水
道
用
水
供
給
事
業

の
安
価
な
水
を
利
用
し
、

料
金
を
安
く
し
て
ほ
し

い
が
で
き
て
い
な
い
。

内
場
恭
子

反　
対

水
道
事
業

反
対
討
論

反
対
討
論

一
般
会
計

特
別
会
計
・
公
営
企
業
会
計

賛
成
討
論

賛
成
討
論

令
和
３
年
度
予
算
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議
員

�

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
都

市
」
を
め
ざ
す
べ
き
だ
が
。

市
長

�

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
結
論
に

持
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環
と
し
て
の
、
気

候
変
動
問
題
等
の
取
り
組
み
は
。

市
長

�

各
種
施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
長

期
目
標
を
定
め
検
討
し
て
い
く
。

議
員

�

今
在
家
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
西
口
、

東
口
等
の
開
発
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

�

今
在
家
地
区
の
土
地
利
用
の
転
換

は
、
令
和
３
年
４
月
中
に
区
域
区

分
の
変
更
、
地
区
計
画
決
定
告
示

等
が
な
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　�

Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
東
口
の
開
発
は
、
駅

前
広
場
な
ど
公
共
イ
ン
フ
ラ
部
分

の
令
和
３
年
度
都
市
計
画
決
定
に

向
け
検
討
。
西
口
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
委
託
を
行
い

本
質
的
再
生
の
取
り
組
み
を
継
続
。

　
他
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
、
公
共
施
設
等
の
ト
イ

レ
環
境
整
備
、「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
つ
い
て
な
ど
。

議
員

�

施
政
方
針
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
地
元
事
業
者
の
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
た

経
済
状
況
や
支
援
策
に
つ
い
て
全

く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

市
長

�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支

援
、
経
済
対
策
に
つ
い
て
、
本
施

政
方
針
に
お
い
て
言
及
が
な
い
と

い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
、
卒
直
に

反
省
し
、
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

議
員

�

施
政
方
針
の
中
で
、
わ
が
ま
ち
な

ら
で
は
の
風
土
や
歴
史
に
立
脚
し

た
言
及
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

市
長

�

こ
の
ま
ち
の
歴
史
、
歩
み
等
に
立
脚

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な

内
容
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
今

後
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
も
強
く
意

識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員

�

市
職
員
の
古
賀
市
在
住
率
が
、
５

割
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長

�

市
職
員
が
古
賀
市
に
住
ん
で
古
賀

市
の
息
遣
い
や
空
気
感
を
体
感
し

続
け
て
、
そ
れ
を
仕
事
に
生
か
す

と
い
う
こ
と
が
有
意
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
は
持
っ
て
い
る
。

議
員

�

議
会
と
の
対
話
を
大
切
に
す
る
と

い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
薬
王
寺
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や
都
市

宣
言
を
決
定
す
る
と
い
っ
た
私
た

ち
の
ま
ち
に
と
っ
て
重
要
な
意
思
決
定

に
つ
い
て
、
決
ま
っ
た
こ
と
を
後
か
ら

報
告
す
る
よ
う
な
不
誠
実
な
対
応
を
す

る
の
か
。

市
長

�

議
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不

足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
に
つ
い
て

は
、
真
摯
に
反
省
し
、
今
後
の
市
政
運

営
の
中
で
大
事
に
し
て
い
き
た
い
。

議
員

�

市
民
の
暮
ら
し
を
肌
で
感
じ
る
よ
う
な

市
職
員
の
人
間
力
を
高
め
、
大
都
市
と

は
違
う
、
古
賀
の
風
土
や
歴
史
に
立
脚

し
た
、
私
た
ち
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。

友
和
（
森
本
義
征
・
清
原
哲
史
・
奴
間
健
司
）

自
由
ク
ラ
ブ
（
松
島
岩
太
・
渡
　
孝
二
・
福
崎
ト
ビ
オ
・
中
野
敦
史
・
内
平
晃
二
）

議
員

�

施
政
方
針
の
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
文

言
が
30
カ
所
以
上
も
使
用
さ
れ
、

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
分
か

る
。
い
よ
い
よ
高
齢
者
に
も
接
種

が
始
ま
る
が
、
市
長
は
人
類
史
上

初
と
な
る
遺
伝
子
組
み
換
え
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
か
。

市
長

�

し
っ
か
り
接
種
す
る
つ
も
り
だ
。

竹
下
司
津
男

施
政
方
針
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

都
市
」
の
早
期
実
現
を
！

施
政
方
針
に
つ
い
て

市長の政治姿勢や政策の内容について各会派の代表が問う！

施 政方針質疑
会
派
と
所
属
議
員

自
由
ク
ラ
ブ

�

（
じ
ゆ
う
く
ら
ぶ
）

　

松
島
岩
太

　

渡　

孝
二

　

福
崎
ト
ビ
オ

　

中
野
敦
史

　

内
平
晃
二

　
友　

和（
ゆ
う
わ
）

　

森
本
義
征

　

清
原
哲
史

　

奴
間
健
司

市
民
ク
ラ
ブ

�

（
し
み
ん
く
ら
ぶ
）

　

古
賀
誠
視

　

村
松
謙
二

　

紙
谷
由
香

公
明
党（
こ
う
め
い
と
う
）

　

井
之
上
豊

　

平
木
尚
子

山
海
会（
さ
ん
み
か
い
）

　

田
中
英
輔

　

伊
東
洋
子

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

　

内
場
恭
子

　

吉
住
長
敏

　

竹
下
司
津
男

　

結
城
弘
明

施
政
方
針
を
問
う
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議
員

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
情
報
を
利

用
で
き
る
、
で
き
な
い
で
差
は
大
き

い
。
Wi-

Fi
利
用
状
況
の
把
握
は
。

市
長

�

高
齢
者
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利

用
が
で
き
る
か
で
差
が
生
じ
る
。

Wi-

Fi
は
公
共
施
設
で
の
整
備
不

足
。
市
民
の
Wi-

Fi
利
用
の
実
態

把
握
が
必
要
。
支
援
策
を
見
極
め
、

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

議
員

�

「
私
た
ち
の
古
賀
」
の
編
集
概
要
は
。

市
長

�

分
か
り
や
す
い
表
現
で
内
容
を
構

成
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き

小
学
校
３
年
生
の
学
校
授
業
で
活
用

す
る
。

議
員

�

今
年
度
だ
け
で
な
く
未
来
を
背
負

う
子
ど
も
が
郷
土
に
愛
着
を
持
つ

よ
う
に
未
来
永
劫
に
刷
新
し
て
い

く
姿
勢
を
。

教
育
長

国
勢
調
査
の
翌
年
、
５
年
に
１
回

改
訂
版
を
出
す
よ
う
今
後
計
画
す
る
。

議
員

�

拡
大
が
進
む
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
は
。

市
長

�

福
岡
県
は
緊
急
事
態
宣
言
の
対
象

地
域
か
ら
解
除
さ
れ
た
が
、
予
防

効
果
が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
経
済
的
困
窮
、
事
業
者
支
援

な
ど
迅
速
に
対
応
し
た
い
。

議
員

�

市
の
予
算
で
35
人
以
下
学
級
を
実

施
し
て
き
た
。
感
染
症
な
ど
も
あ
り

法
が
改
正
さ
れ
た
今
後
の
対
応
は
。

市
長

�

国
の
責
任
で
35
人
以
下
学
級
を
中

学
校
ま
で
実
施
す
べ
き
だ
。
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
国
に
実
施

を
求
め
る
。

議
員

�

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
記
憶

の
風
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
は
。

市
長

�

防
災
意
識
の
向
上
と
記
憶
の
伝
承

に
取
り
組
む
。
避
難
所
な
ど
の
資

器
材
も
充
実
を
図
る
。

議
員

�

な
ぜ
、
施
政
方
針
で
シ
ュ
ン
ペ
ー

タ
ー
の
言
葉
を
宣
揚
し
た
の
か
。

市
長

�

「
新
結
合
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
た
か
ら
。

議
員

�

高
齢
者
の
生
活
困
窮
へ
の
対
応
は
。

市
長

�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
窓
口
で
継

続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令

和
３
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
一
体
化
し
た
総
合
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
連
携
機
能
を
強

化
す
る
。

議
員

�

防
災
の
今
後
に
つ
な
が
る
知
見
と
は
。

市
長

�

具
体
的
な
避
難
者
の
数
、
そ
の
年

齢
や
性
別
構
成
、
勧
告
発
令
か

ら
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
避
難
さ

れ
た
か
や
、
ま
た
、
避
難
所
の
場

所
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
た
。
災
害
に
必
要

な
準
備
な
ど
情
報
発
信
と
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。

議
員

�

財
政
に
つ
い
て
「
収
支
改
善
を
強
く

意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
あ
る
が
、

具
体
的
に
伺
う
。

市
長

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
よ
る
市
税
の
減
や
社
会
保
障

関
係
費
、
投
資
的
経
費
の
増
加
等
に

よ
り
基
金
は
減
少
し
、
市
債
は
増
加

す
る
見
通
し
に
な
っ
た
た
め
。

議
員

�

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
目

的
と
め
ざ
す
べ
き
姿
・
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長

�

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に
よ
り
業

務
効
率
化
を
図
り
、
人
的
資
源
を
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

議
員

�

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

善
に
着
手
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な

運
行
方
法
の
調
査
研
究
が
必
要
だ
。

市
長

�

現
行
の
路
線
バ
ス
で
は
十
分
に
対
応
で

き
て
い
な
い
市
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
な
ど
新
技
術
を

活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
運
行
バ
ス
の
調
査
、

研
究
や
情
報
収
集
を
行
い
、
本
市
に
お

け
る
導
入
の
可
能
性
を
探
り
た
い
。

内
場
恭
子

吉
住
長
敏

市
民
ク
ラ
ブ

�
（
古
賀
誠
視
・
村
松
謙
二
・
紙
谷
由
香
）

公
明
党
（
井
之
上
豊
・
平
木
尚
子
）

山
海
会
（
田
中
英
輔
・
伊
東
洋
子
）

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た
め

の
支
援
を

持
続
可
能
な
郷
土
読
本
を

安
全
な
市
民
生
活
に
感
染
症
・

災
害
へ
の
対
応
は

誰
も
取
り
残
さ
な
い
市
政
運
営

と
は

市
民
の
く
ら
し
が
向
上
す
る

た
め
に
は

施
政
方
針
を
問
う
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第
１
回　
定
例
会

（
2
月
26
日
〜
3
月
26
日
）

古賀市議会基本条例の一部改正

人　　　事

市職員の勤務時間、休暇に関し

主
な
審
議

古賀市議会の今後の災害対応
　いままでの議会の災害対応は、主に「自然災
害を想定した場合」について定めておりました
が、この度の新型コロナウイルス感染症での対
応を経験し、「感染症等における議会の
在り方」を条例に追加しました。

古賀市農業委員会委員の任命
　古賀市農業委員会委員が令和３年７月31日を
もって任期満了となることに伴い、再任・後任の
委員が決まりました。

渡　　孝志氏　　渋田　佳規氏

秋山　博敏氏　　髙原　尚広氏

元満　壽次氏　　安武　　昇氏

横大路 一将氏　　村山　令子氏

渋田　安広氏　　荒牧 奈緒子氏

中野　喬輔氏　　松崎　久則氏

西　　孝則氏　　長﨑　隆児氏

古賀市固定資産評価審査委員会委員の選任
　古賀市固定資産評価審査委員会委員のうち１人
が令和３年３月31日に任期満了となることに伴
い、後任の委員が決まりました。

淀川　　治氏

古賀市教育委員会教育長の任命
　古賀市教育委員会教育長が令和３年３月31日に
任期満了となることに伴い、再任が決まりました。

長谷川 清孝氏

古賀市固定資産評価員の選任
　古賀市固定資産評価員が令和３年３月31日に辞
職することに伴い、後任の評価員が決まりました。

　　柴田　武巳氏

不妊治療が受けやすい環境へ
　職員のワーク・ライフ・バ
ランス向上の観点から、高度
化した治療にも専念できるよ
う休暇制度を設けるものです。

　　地域介護の課題解決へ
包括支援センターの設置

３号
議案 　　支え合う社会へ

「障がい」表記へ

７号
議案

46号
議案

93号
議案

５号
議案

本 会 議
賛成全員

可 決

本 会 議
賛成全員

可 決

本 会 議
賛成全員

可 決

　市内３中学校区に、それぞれ「地域包括
支援センター」を設置し、地域住民の課題
解決に向け連携していきます。
　介護サービスなどの決定は担当ケアマネ
ジャーが中心に行い、情報は社会福祉士、
保健師、主任ケアマネジャーの３職種で共
有、連携し、サンコスモ古賀に設置された「基
幹型地域包括支援センター」が後方支援を
することになります。

　古賀市では平成24年度
から、可能な限り「障害」
は「障がい」と平仮名表記
としていましたが、令和３
年度の「第４期古賀市障がい者基本計画」を策定する時
期に合わせ見直しを行い、法令との整合性が必要と判断
される文書を除き、平仮名表記を積極的に推進すること
となりました。

付託 ▷ 文教厚生委員会 賛成全員 可決 付託 ▷ 文教厚生委員会 賛成全員 可決

付託 ▷ 総務委員会 賛成全員 可決

～29号
議案

45号
議案

本 会 議
賛成全員

可 決
第
１
回
定
例
会
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第
１
回　
定
例
会

　　　　　令和２年度９回目となる補正予算
新型コロナウイルス感染症へさらなる対応 補

正
予
算

（
３
月
9
・
26
日
）

～21号
議案

27号
議案

　一般会計では、路線バスの運行補助、自立支援給付、抗体検査・成人予防接
種委託および新型コロナウイルスPCR検査センターの一部負担金、鳥インフル
エンザ緊急対策事業補助、ブロック塀等撤去補助、生涯学習センター管理費お
よびスポーツ施設での券売機借上料、温泉施設インキュベーションに係るテレ
ワーク交付金の活用など　１億4,705万1千円の追加を審議しました。

検査キット購入619万2千円 立体交差へ１億7,889万3千円
補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

抗原検査を行うため
　新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、市内保育
所等に感染者が確認された
場合に抗原検査を行う簡易
キットを購入します。

古賀駅 -ししぶ駅間の渋滞緩和
　JR 鹿児島本線
踏切の渋滞緩和の
ため、浜大塚線立
体交差に係る整備
費の増額。

路線バス運行補助945万7千円 日常生活サービス5,072万8千円
補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

利用者を支える
　通勤、通学、高齢者の外
出が減ったこともあり、西鉄
バスの利用者が減少傾向です
が、地域間の交通手段として
は必要なものと考え持続。

障がいがある人を支援する仕組み
　利用の伸びが大きい日常
生活用具給付や、自立に向
けた支援として障害者サー
ビス給付事業が行われてい
ます。

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業

1,575万 6千円を追加
予備費

国民健康保険

1億 4,233万 6千円を追加
葬祭費、財政調整基金積立金

後期高齢者医療

193万 1千円を減額
保険料等負担金

（収益的収入）� 335万7千円を減額

工業計器保守点検委託、活性炭・脱硫剤入替委託、水洗便所改造奨励金の減
（収益的支出）� 849 万円を減額

下水道事業
会計

集合住宅建設の延期によるもの
（収益的支出）� 1,100 万円を減額
（収益的収入）� 2,623万5千円を減額水道事業

会計

一 般 会 計
賛成全員
可 決
特 別 会 計
賛成全員
可 決
本 会 議
賛成全員
可 決

投開票事務経費 起債種類の変更

福岡県知事選挙に係る経費の追加
　福岡県知事選挙に係る投開
票事務等の経費 1,199 万 6
千円を追加し、令和3年度の
予算総額は225億 3,540 万
3千円になります。

　県からの指示による浜大塚線整備の起債変更。
［変更前］公共事業等債　［起債額］5,260万円
［変更後］防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債
［起債額］5,850万円
　起債誤差は財政調整基金でバランス調整を行
うため、予算総額に変更はありません。

令和３年度
追加補正

令和２年度
追加補正

49号
議案

48号
議案

第
１
回
定
例
会

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号11



令和３年　第１回定例会　議案の議員別賛否一覧 会期：令和３年２月26日～３月26日

号
　
数

議
案
名

結
　
果

奴
間
　

健
司

福
崎
　
ト
ビ
オ

清
原
　

哲
史

内
場
　

恭
子

古
賀
　

誠
視

内
平
　

晃
二

中
野
　

敦
史

渡
　

　
孝
ニ

吉
住
　

長
敏

竹
下
　
司
津
男

平
木
　

尚
子

井
之
上
　

豊

森
本
　

義
征

伊
東
　

洋
子

松
島
　

岩
太

紙
谷
　

由
香

村
松
　

謙
ニ

田
中
　

英
輔

結
城
　

弘
明

2 古賀市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長
職
の
た
め
、
表
決
に
参
加
し
な
い

3 古賀市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基
準等に関する条例の制定 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

4 古賀市固定資産評価審査委員会条例等の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

5 古賀市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

6 古賀市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

7 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条
例等の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

8 古賀市特別職の職員の給与等に関する条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

9 古賀市予防接種健康被害調査委員会設置条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

10 古賀市介護保険条例の一部改正 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

11 古賀市立テニスコート設置条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

12 古賀市国民健康保険条例及び古賀市国民健康保険税条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

13 古賀市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

14 令和３年度古賀市一般会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

15 令和３年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

16 令和３年度古賀市国民健康保険特別会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

17 令和３年度古賀市後期高齢者医療特別会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

18 令和３年度古賀市介護保険特別会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

19 令和３年度古賀市水道事業会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

20 令和３年度古賀市下水道事業会計予算 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

21 令和２年度古賀市一般会計補正予算（第９号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

22 令和２年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

23 令和２年度古賀市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

24 令和２年度古賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

25 令和２年度古賀市介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

26 令和２年度古賀市水道事業会計補正予算（第３号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

27 令和２年度古賀市下水道事業会計補正予算（第３号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

28 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

29 古賀市固定資産評価審査委員会委員の選任 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

30 古賀市教育委員会教育長の任命 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

31 古賀市固定資産評価員の選任 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

32
～
45
古賀市農業委員会委員の任命 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

46 古賀市議会基本条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

47 古賀市議会会議規則の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

48 令和２年度古賀市一般会計補正予算（第10号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

49 令和３年度古賀市一般会計補正予算（第１号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○は賛成　●は反対　議員は議席番号順　■■は委員会提出議案
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会
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第
１
回　
臨
時
会

補
正
予
算

（
２
月
２
日
）

令和３年　第１回臨時会　議案の議員別賛否一覧 会期：令和３年２月２日

号
　
数

議
案
名

結
　
果

奴
間
　

健
司

福
崎
　
ト
ビ
オ

清
原
　

哲
史

内
場
　

恭
子

古
賀
　

誠
視

内
平
　

晃
二

中
野
　

敦
史

渡
　

　
孝
ニ

吉
住
　

長
敏

竹
下
　
司
津
男

平
木
　

尚
子

井
之
上
　

豊

森
本
　

義
征

伊
東
　

洋
子

松
島
　

岩
太

紙
谷
　

由
香

村
松
　

謙
ニ

田
中
　

英
輔

結
城
　

弘
明

1 令和２年度古賀市一般会計補正予算（第８号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長
職
の
た
め
、

表
決
に
参
加
し
な
い

○○は賛成　●は反対　議員は議席番号順

市
内
企
業
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

�

地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

政
策
推
進
会
議

　
１
月
19
日
、
政
策
推
進
会
議
全
体
会
研
修

会
を
行
い
、
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
㈱
正
興

電
機
製
作
所
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組

み
を
学
び
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
と
し
て
、
議
員
や
環
境
課
職
員
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
本
多
慶
昭
事
業
所
長
は
、
企
業
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
省
エ
ネ
と
創

エ
ネ
）
に
よ
る
社
屋
建
設
、
５
Ｇ
活
用
の
取

り
組
み
を
紹
介
。
中
村
貴
光
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
担
当
部
長
は
、

蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
脱
炭
素
化
、

太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
活
用
の
展
望
、

補
助
事
業
の
実
例
等
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
、
災
害
時
の
医
療
機
器
の

電
源
提
供
、
家
庭
で
の
太
陽
光
発
電
の

有
効
活
用
、
設
備
投
資
の
負
担
や
耐
用

年
数
、
５
Ｇ
の
可
能
性
な
ど
活
発
な
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
あ
る
身
近
な
企
業
が
地
球
温

暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
学
べ
て
大
変
有
意
義
な
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
政
策
推
進
会
議
は
４
月
20
日
に
は
市
民
向

け
出
前
講
座
、
う
ち
エ
コ
診
断
、
環
境
保
全

や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
む
市
民
の

方
を
講
師
に
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

　
政
府
も
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
宣
言

し
ま
し
た
。
気
候
変
動
対
応
は
重
要
課
題
で

す
。
議
会
と
し
て
議
員
間
討
議
を
重
ね
て
い

く
予
定
で
す
。

議会と㈱正興電機製作所をインターネットでつないで研修会

　　令和２年度一般会計補正予算
新型コロナウイルスワクチン接種委託料等を追加

6,350万7千円

１号
議案

　ワクチン接種による新型コロナウイルス感染拡大防止策。円滑なワクチ
ン接種体制を整備し、国の示す接種順位に従って、医療従事者および 65
歳以上の高齢者等への接種を行います。

ワクチン接種リハーサルの様子

第
１
回
臨
時
会
、政
策
推
進
会
議

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号13
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ここが聞きたい！

一般質問は、議員が市政全般について現状や方針を問うものです。一般質問は、議員が市政全般について現状や方針を問うものです。
一人30分（答弁を含まず）の持ち時間で質問します。一人30分（答弁を含まず）の持ち時間で質問します。
掲載している内容は、質問した議員自身の責任でまとめたものです。掲載している内容は、質問した議員自身の責任でまとめたものです。
掲載は通告届出順です。掲載は通告届出順です。

中継・録画は、 
インターネットで 
視聴できます

一 質般 問

①ふるさと納税で財源確保とくらしを豊かに
②デジタル化の推進で市民と行政の課題解決を図る方策は 村松　謙二 19ページ

①西口エリアの活性化に向けた事業について
②西鉄宮地岳線跡地の活用について 福崎トビオ 19ページ

①コロナ禍での暮らしをどう守るのか
②夜間中学の設置促進の取組について 平木　尚子 18ページ

新型コロナウイルス感染症対策とワクチン接種の安全性について 竹下司津男 18ページ

①未来の声聞こえていますか ～地球と市民を守る10年に～
②市民の声聞こえていますか ～市民参画のルール確立を～

奴間　健司 17ページ

①多様な移住の受け皿　②コロナ禍の施設使用料
③身近な業務改善 吉住　長敏 17ページ

①ヤングケアラー問題の周知啓発と早急な支援を
②地域学校協働活動でめざすものは 伊東　洋子 16ページ

プラスチックごみの削減対策は 古賀　誠視 16ページ

①コロナ感染症の経験を活かした備えを
②10年後を目標に地球温暖化対策を 田中　英輔 15ページ

①新型コロナウイルス感染対応の強化を　②ジェンダー平等の実現を
③西鉄宮地岳線跡地道路化へ市民の思いは 内場　恭子 15ページ

一
般
質
問
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答

内場　恭子

ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要

正
し
い
情
報
を
適
宜
発
信
す
る
こ
と
が
大
切

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
鍵
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
。
ワ
ク
チ
ン
配
分
に
遅
れ
が
あ

り
、市
民
の
不
安
は
募
る
ば
か
り
だ
。

市
長

当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
確
実
に
で
き

る
よ
う
国
に
も
声
を
届
け
て
い
る
。

議
員

古
賀
市
の
具
体
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
ど
う
な
る
の
か
不
安
だ
。
高
齢
者

や
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
個

別
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

市
長

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
在
り
方
を
検
討
。

議
員

変
異
株
で
の
感
染
が
増
加
中
。
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
を
拡
大
し
、
感
染
予

防
を
す
べ
き
だ
。

市
長

早
期
発
見
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
抑
制
が

必
要
。
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
３
０
０

０
セ
ッ
ト
導
入
し
活
用
予
定
。

議
員

古
賀
市
民
約
６
万
人
に
対
し
て
対
応

す
る
に
は
数
量
が
不
足
だ
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
の
実
現
を

議
員

実
現
の
一
歩
と
し
て
、
古
賀
市
の
男

性
職
員
の
配
偶
者
出
産
休
暇
や
育
児

参
加
の
た
め
の
休
暇
を
１
０
０
％
取

得
に
す
る
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

市
長

目
標
達
成
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
。

議
員

生
き
づ
ら
い
と
感
じ
ら
れ
る
人
た
ち

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
道
路
化
に
反
対

議
員

宮
地
岳
線
跡
地
の
道
路
化
よ
り
、
避

難
路
が
な
い
こ
と
や
危
険
な
通
学

路
、
生
活
道
路
の
改
善
が
一
番
だ
。

渋
滞
解
決
策
は
で
き
た
の
か
。

市
長

対
話
と
交
流
の
上
、
私
が
最
終
的
に

責
任
を
持
っ
て
判
断
す
る
。

議
員

西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
に
道
路
は
必
要

か
。子
ど
も
の
未
来
に
何
を
残
す
か
、

考
え
直
す
べ
き
だ
。

だれもが大切にされる古賀市に

コ
ロ
ナ
禍
で
の
療
養
・
孤
立
・
教
育
へ
の
対
応
は

包
括
的
相
談
支
援
体
制
な
ど
で
対
応
し
た
い

議
員

福
岡
県
内
で
も
１
月
感
染
者
が
急

増
、
自
宅
療
養
者
は
２
１
７
０
人
余

り
に
な
っ
た
。
古
賀
市
の
自
宅
療
養

の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

市
長

陽
性
者
の
把
握
、
濃
厚
接
触
者
の
特

定
は
保
健
所
が
担
っ
て
お
り
、
把
握

で
き
て
い
な
い
。

議
員

自
宅
療
養
中
に
容
体
が
急
変
、
死
亡

さ
れ
た
人
も
あ
っ
た
。
状
況
把
握
と
外

出
せ
ず
生
活
を
継
続
で
き
る
、
生
活
を

支
え
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

支
援
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、

市
は
情
報
提
供
を
受
け
ら
れ
ず
、
実

施
に
至
っ
て
い
な
い
。

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
と
長
期
化
で

自
殺
の
増
加
な
ど
、
孤
独
・
孤
立
が

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

対
応
が
必
要
と
考
え
る
。
新
年
度
に

始
め
る
包
括
的
相
談
支
援
体
制
で
対

応
し
た
い
。

議
員

社
会
的
に
孤
立
さ
せ
な
い
政
策
を
連

携
を
と
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
校
等
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
可
能
な
環
境
整

備
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
た
。
家
庭

の
通
信
環
境
は
ど
ん
な
状
況
か
。

教
育
部
長

調
査
で
は
、
通
信
環
境
が
無
い
家

庭
は
小
学
生
の
家
庭
で
約
３
割
、
中

学
生
の
家
庭
で
２
割
で
あ
る
。

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
再
拡
大
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。
通
信
費
補
助
な
ど
の
対

象
は
経
済
的
に
厳
し
い
世
帯
だ
っ

た
。
対
応
が
活
き
る
よ
う
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
た
対
応
を
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

�

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

コロナ禍の孤立・孤独で増える自殺者

田中　英輔
（山海会）

一
般
質
問
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答

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
人
体
へ
の
影
響
は

人
体
や
海
の
生
態
系
に
悪
影
響
を
懸
念

議
員

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
含
ま
れ

る
有
害
物
質
が
海
洋
生
物
な
ど
に
取

り
込
ま
れ
、
魚
類
や
人
間
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
削
減
が
急
務
と
考
え
る
が
。

市
長

私
た
ち
の
生
活
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
で
あ
ふ
れ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
を
排
除
す
る
こ
と
は
困
難

だ
。
環
境
へ
の
影
響
を
低
減
さ
せ
、

循
環
型
社
会
を
推
進
す
る
に
は
、
レ

ジ
袋
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
使
い

捨
て
商
品
の
利
用
を
減
ら
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

議
員

レ
ジ
袋
が
有
料
化
さ
れ
辞
退
者
が
３

割
か
ら
７
割
に
増
加
し
た
。
さ
ら
な

る
マ
イ
バ
ッ
グ
活
用
の
推
進
は
。

市
長

マ
イ
バ
ッ
グ
の
使
用
を
習
慣
化
し
、

市
民
の
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
が

必
要
。

議
員

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
環
境

や
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
、
学
校

教
育
の
中
で
学
び
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
に
取

り
組
む
意
識
を
育
て
る
た
め
に
、
海

岸
清
掃
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
。

教
育
長

学
校
教
育
の
中
で
、
河
川
や
海
岸

清
掃
な
ど
を
行
い
、
漂
着
ご
み
の
観

察
な
ど
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
。

議
員

人
工
芝
片
な
ど
、
河
川
や
海
洋
に

流
出
し
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
。
対
策
は
あ
る
の
か
。

環
境
課
長

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
こ
と

を
、
広
く
市
民
や
企
業
な
ど
に
知
ら

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
今
後
、
継
続

的
に
啓
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ペットボトルやプラごみで海が泣いている

古賀　誠視
（市民クラブ）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
周
知
・
啓
発
と
支
援
を

周
知
・
啓
発
と
子
ど
も
へ
の
支
援
を
行
う

議
員

病
気
や
障
が
い
な
ど
、
介
護
の
必
要

な
家
族
の
世
話
や
家
事
を
未
成
年
の

子
ど
も
が
担
う
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長

介
護
の
た
め
学
校
生
活
に
影
響
が
出

て
、
子
ど
も
ら
し
い
暮
ら
し
が
で
き

な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

議
員

古
賀
市
の
実
態
把
握
は
。

市
長

教
員
の
見
守
り
、
生
活
ノ
ー
ト
、
生

活
ア
ン
ケ
ー
ト
で
問
題
状
況
を
把
握
。

議
員

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
家
庭
内
の
こ

と
で
、
実
態
が
見
え
に
く
く
、
当
事

者
も
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
が
お

手
伝
い
の
範
囲
を
超
え
、
ケ
ア
の
た

め
教
育
を
受
け
る
権
利
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
周
知
・
啓
発

と
総
合
的
な
支
援
が
急
務
。

市
長

社
会
で
の
認
識
が
低
い
た
め
、
市
と

し
て
周
知
・
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
相
談
体
制
を
整
え
支
援
す
る
。

地
域
学
校
協
働
活
動
で
め
ざ
す
も
の
は

議
員

小
・
中
学
校
に
一
人
配
置
さ
れ
た
地

域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
役
割
は
。

市
長

地
域
と
学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
。

議
員

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
課
題
は
。

教
育
長

す
で
に
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た

協
働
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
活

動
を
受
け
継
ぐ
人
材
の
確
保
が
課
題
。

ヤングケアラー（子どもケアラー）

伊東　洋子
（山海会）

一
般
質
問
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吉住　長敏

コ
ロ
ナ
禍
、
多
様
な
移
住
の
受
け
皿

10
年
間
は
人
口
増
と
見
込
む

議
員

大
都
市
か
ら
の
地
方
移
住
の
認
識
は
。

市
長

内
閣
府
調
査
で
３
大
都
市
圏
の
20
代

～
30
代
に
地
方
移
住
の
関
心
が
確
実

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
認
識
。

議
員

県
移
住
支
援
策
と
の
結
合
は
。

市
長

次
年
度
か
ら
県
独
自
に
移
住
元
を
３

大
圏
に
拡
大
、
対
象
職
種
も
医
療
福

祉
分
野
等
に
拡
充
。県
と
連
携
推
進
。

議
員

Ｊ
Ｒ
古
賀
駅
開
発
と
の
兼
ね
合
い
は
。

市
長

令
和
３
年
度
中
に
道
路
、
駅
前
広
場
、

公
園
緑
地
、
商
業
・
居
住
ゾ
ー
ン
、

駅
周
辺
の
都
市
計
画
を
決
定
。
４
年

度
中
に
用
途
地
域
と
地
区
計
画
決
定

を
準
備
。
子
育
て
世
代
を
中
心
に
移

住
の
受
け
皿
と
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員

他
都
市
に
な
い
独
自
の
魅
力
と
は
。

市
長

全
国
的
な
人
口
減
少
に
あ
っ
て
今
後

10
年
間
は
人
口
増
加
が
続
く
と
見
込

ま
れ
、
高
い
経
済
成
長
が
期
待
さ
れ

る
。
産
業
集
積
が
進
み
職
住
近
接
の

ま
ち
、
医
療
機
関
の
充
実
が
特
徴
。

議
員

古
賀
市
紹
介
ツ
ア
ー
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
方

策
と
し
て
「
暮
ら
し
、
グ
ル
メ
、
余

暇
、
移
住
」
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
軸

に
し
た
魅
力
発
信
に
合
わ
せ
て
検
討

し
た
い
。

議
員

早
期
人
口
６
万
人
達
成
の
心
意
気
は
。

市
長

次
世
代
を
大
事
に
す
る
チ
ル
ド
レ
ン
・

フ
ァ
ー
ス
ト
は
訴
求
力
が
あ
る
も
の

だ
し
誘
引
力
に
な
る
と
信
じ
る
。

議
員

ま
ず
は
10
年
来
の
ハ
ー
ド
ル
６
万
人

を
完
結
す
べ
き
。
市
長
声
明
を
。

市
長

確
か
に
効
果
に
つ
な
が
る
。
可
能
な

こ
と
は
前
向
き
に
受
け
止
め
た
い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
○
コ
ロ
ナ
禍
の
施
設
使
用
料

　
○
身
近
な
業
務
改
善

古賀市の人口推移（２０１１～２０２１年）３月末 
２０２１ 公表次第記入 公表次第記入 

２０２０ ５９，６５８ ＋４２４人 
２０１９ ５９，２３４ ＋５０４人 
２０１８ ５８，７３０ ＋１９０人 
２０１７ ５８，５４０ ＋２３８人 
２０１６ ５８，３０２ －１７人 
２０１５ ５８，３１９ －１３２人 
２０１４ ５８，４５１ －４９０人 
２０１３ ５８，９４１ ＋５３人 
２０１２ ５８，８８８ ＋３２６人 
２０１１ ５８，５６２ ↑対前年度同月比増減 

 

2011年からの人口推移

奴間　健司
（友和）

２
０
３
０
年
目
標　
市
民
と
地
球
を
守
る
10
年
に

地
球
環
境
が
大
事
と
の
共
有
は
意
義
が
あ
る

今
か
ら
10
年
の
選
択
が
重
要

議
員

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
２
０
３
０
未

来
の
分
岐
点
「
暴
走
す
る
温
暖
化

〝
脱
炭
素
〟
へ
の
挑
戦
」
の
感
想
は
。

市
長

危
機
感
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
２

１
０
０
年
に
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
を
創
出

す
る
原
因
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

議
員

第
５
次
総
合
計
画
の
10
年
間
は
「
Ｌ

ｏ
ｖ
ｅ

Ｋ
ｏ
ｇ
ａ
＆
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｔ
」

を
基
本
理
念
に
。

市
長

暮
ら
し
を
守
る
う
え
で
地
球
環
境
は

大
事
。
企
業
誘
致
も
そ
の
視
点
を
意

識
し
て
取
り
組
む
。

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
普
及

議
員

熱
中
症
予
防
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減

に
役
立
つ
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
を
。

市
長

市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
す
る
よ
う
何

ら
か
の
手
法
で
伝
え
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

議
員

脱
炭
素
を
め
ざ
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
自
治
体
数
は
全
国
で
３

２
９
、
県
内
で
６
。
い
つ
宣
言
す
る

か
。市
役
所
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
。

市
長

令
和
３
年
度
に
は
方
向
性
を
出
し
た

い
。
ご
指
摘
の
通
り
庁
内
で
共
有
し

て
取
り
組
み
た
い
。

エ
コ
ふ
ぁ
み
応
援
ア
プ
リ
の
活
用

議
員

ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
を
入
力
す
る
と
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
表
示
す
る
等
便

利
な
ア
プ
リ
。
家
庭
で
の
排
出
削
減

に
効
果
が
期
待
で
き
る
。
活
用
実
態

が
把
握
で
き
る
よ
う
県
と
協
議
を
。

市
長

多
く
の
市
民
に
活
用
す
る
よ
う
お
知

ら
せ
し
た
い
。
県
に
は
よ
り
よ
い
活

用
に
つ
い
て
議
員
か
ら
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
た
い
。

２０２１ 

この１０

年が未来

を決める

分岐点

２０３０ 

温暖化・食料・水・プラ

未来の声

市民の声

職員の声

この１

０年が

未来を

決める

一
般
質
問
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答

答 コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か

遺
伝
子
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
は

国
の
動
き
も
踏
ま
え
つ
つ
さ
ら
に
考
え
て
い
く

国
が
薬
事
承
認
。
95
％
の
効
果

議
員

古
賀
市
に
お
け
る
、
今
後
の
感
染
拡

大
防
止
策
は
。

市
長

ま
ず
は
、
発
症
や
重
症
化
の
予
防
効

果
が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
１
日
で

も
早
く
接
種
が
で
き
る
よ
う
、
現
在

準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
正
確

で
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
基
本
的
な
感
染
防
止
策
を
講
じ

て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

情
報
が
届
き
に
く
い
世
代
の
方
々
へ

の
情
報
提
供
の
方
法
は
。

市
長

多
様
な
手
段
で
情
報
を
届
け
る
よ
う

努
め
る
。
若
い
世
代
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

有
効
で
あ
る
と
、
活
用
し
て
い
る
。

議
員

飲
食
店
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
休

業
や
時
短
が
続
き
、
経
営
を
立
て
直

す
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
た
な
事

業
の
形
態
を
推
進
す
る
支
援
は
で
き

な
い
か
。

市
長

事
業
者
支
援
の
必
要
性
を
認
識
し
て

議
員

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
死
亡
者
数
が
ほ
ぼ

同
じ
中
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
過
度
な

報
道
に
違
和
感
は
な
い
か
。

市
長

違
和
感
は
感
じ
な
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
何
か
意
図
を
持
っ
て
報
道
し
て

い
る
と
は
思
わ
な
い
。

議
員

Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
山
中
氏
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
日
本
人
に
は
フ
ァ
ク
タ
ー

Ｘ
な
る
集
団
免
疫
が
あ
る
の
で
は
。

市
長

獲
得
し
て
い
る
か
証
明
で
き
な
い
。

議
員

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
検
出
に
有
効
な
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

基
本
的
に
は
有
効
で
あ
る
。

議
員

Ｃ
Ｄ
Ｃ(

米
国
疾
病
予
防
セ
ン
タ
ー)

や
厚
生
労
働
省
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
陽
性
者
だ

と
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
科
学
的
証
明
は

議
員

独
の
細
菌
学
者
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ

が
提
唱
し
た
新
し
い
感
染
症
の
病
原

体
を
特
定
す
る
基
本
指
針
で
あ
る
４

お
り
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
。

夜
間
中
学
設
置
促
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員

夜
間
中
学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に

よ
り
義
務
教
育
未
修
了
の
ま
ま
学
齢

を
超
過
し
た
方
々
の
就
学
機
会
の
確

保
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
　
　
福
岡
県
、
福
岡
市
に
お
い
て
設
置
の

動
き
が
あ
る
が
、必
要
性
や
考
え
は
。

教
育
長

夜
間
中
学
は
、
中
学
校
で
学
び
直

す
こ
と
を
希
望
す
る
人
の
学
び
の
場

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
夜
間

中
学
を
設
置
す
る
こ
と
は
賛
成
で
あ

り
、
市
と
し
て
進
捗
を
見
守
る
。

原
則
か
ら
み
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
は

未
だ
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
ウ
イ
ル

ス
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
。

市
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
を
前

提
に
行
政
を
運
営
し
て
い
る
。

遺
伝
子
組
み
換
え
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
は

議
員

人
類
史
上
初
と
な
る
遺
伝
子
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
懸
念
は
な
い
か
。

市
長

国
家
が
薬
事
承
認
し
た
も
の
で
あ

り
、
高
い
有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
な
の
で
、
私
も
接
種
す
る
。

議
員

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に

市
民
に
提
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

平成 29年度夜間中学等に関する実態調査

ワクチン接種のリハーサルの様子

平木　尚子
（公明党）

竹下　司津男

平成 29年度夜間中学等に関する実態調査（文部科学省）

一
般
質
問
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答

答

福崎　トビオ
（自由クラブ）

古
賀
駅
西
ロ
エ
リ
ア
と
宮
地
岳
線
跡
地
の
今
後
は

関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
進
め
た
い

議
員

西
口
エ
リ
ア
に
関
す
る
周
知
は
。

商
工
政
策
課
長

来
年
度
か
ら
３
カ
月
ご
と
に

広
報
こ
が
で
掲
載
し
て
い
く
予
定
。

議
員

事
業
紹
介
の
告
知
物
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
同

時
活
用
で
、
商
店
街
や
駅
の
通
路
、
壁

面
な
ど
町
中
に
貼
る
の
も
有
効
で
は
。

市
長

非
常
に
有
効
性
が
あ
り
、
多
く
の
人

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
手
段
だ
。

議
員

地
域
の
回
覧
板
も
活
用
し
て
は
。

商
工
政
策
課
長

提
案
は
効
果
的
に
周
知
で
き

る
方
法
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員

こ
の
ま
ち
を
つ
く
っ
て
き
た
人
と
、

こ
の
事
業
か
ら
生
ま
れ
る
人
が
歯
車

の
よ
う
に
組
み
合
う
の
が
私
の
理
想
。

事
業
完
了
と
す
る
市
長
の
考
え
は
。

市
長

私
も
、
市
民
の
力
で
、
活
性
化
が
図

れ
る
こ
と
が
目
的
だ
と
考
え
て
い
る
。

宮
地
岳
線
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

議
員

跡
地
は
、
児
童
や
歩
行
者
の
安
全
を

優
先
し
た
整
備
と
捉
え
て
い
る
が
。

市
長

私
も
そ
の
考
え
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員

跡
地
の
フ
ェ
ン
ス
を
部
分
的
に
外
せ

な
い
か
と
以
前
質
問
し
て
い
た
が
。

建
設
課
長

緊
急
時
な
ど
の
避
難
路
、
ま
た
生

活
の
利
便
性
を
考
え
た
細
い
通
路
の

よ
う
な
も
の
を
検
討
中
。

議
員

早
め
に
造
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

建
設
課
長

地
元
区
、
沿
線
住
民
と
の
調
整
が

必
要
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員

前
向
き
と
い
う
言
葉
に
期
待
す
る
。

　
　
　
市
長
に
は
、
焦
ら
ず
着
実
に
次
へ
進

め
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
。

市
長

焦
る
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

い
ず
れ
か
の
時
点
で
判
断
を
す
る
の

が
行
政
、
市
長
の
責
務
。

議
員

西
口
、
宮
地
岳
線
跡
地
は
私
に
も
愛

着
が
あ
る
ふ
る
さ
と
。
今
後
も
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市民と行政がつながる取り組みを

ふ
る
さ
と
納
税
、
直
近
の
寄
附
金
と
そ
の
評
価
は

減
少
傾
向
で
地
域
産
業
や
財
政
の
面
で
課
題

議
員

市
内
の
農
工
商
資
源
を
地
域
産
品
と

し
て
活
用
し
、
返
礼
品
に
す
る
こ
と

で
地
域
産
業
の
活
性
化
と
自
力
で
市

の
財
源
を
確
保
で
き
る
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
に
力
を
注
ぐ
べ
き
と
思
う
。

　
　
　
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
実
績

は
、
平
成
29
年
度
は
約
９
億
７
５
０

０
万
円
、
令
和
元
年
度
は
約
８
億
９

１
０
０
万
円
と
減
少
傾
向
だ
が
、
福

岡
県
内
で
は
納
税
額
で
６
位
と
大
変

頑
張
っ
て
い
る
。
も
っ
と
評
価
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

担
当
職
員
の
が
ん
ば
り
、
努
力
が
反

映
さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員

本
市
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
の

Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

商
工
政
策
課
長

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

議
員

成
功
し
て
い
る
自
治
体
で
は
、
若
手

職
員
で
「
返
礼
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
ア
イ

デ
ア
が
出
て
結
果
と
し
て
、寄
附
金
・

納
税
額
が
増
え
た
よ
う
だ
。
古
賀
市

で
も
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。

市
長

ま
ず
は
担
当
課
で
調
査
分
析
を
考
え

る
べ
き
だ
が
、
財
政
等
、
市
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
係
る
も
の
な
の
で
、
庁

内
で
連
携
を
図
り
、
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

議
員

隣
の
新
宮
町
の
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
は
い
く
ら
か
ご
存
知
か
。

市
長

古
賀
市
の
倍
く
ら
い
の
20
億
円
く
ら

い
か
と
思
う
。

議
員

新
宮
町
は
令
和
元
年
度
で
約
23
億
７

０
０
０
万
円
と
福
岡
県
内
１
位
だ
。

寄
附
者
に
と
っ
て
は
、
魅
力
的
な
返

礼
品
の
拡
充
が
大
変
重
要
だ
。

古賀市「ふるさと納税」実績推移

村松　謙二
（市民クラブ）

一
般
質
問
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総
　
務
委員会
1月25日

委
　

員
　

長

　
清
原
　

哲
史

副
委
員
長

　
村
松
　

謙
二

内
平
　

晃
二

吉
住
　

長
敏

井
之
上
　

豊

田
中
　

英
輔

契
約
・
入
札

�

監
視
委
員
会
答
申

　
令
和
２
年
10
月
か
ら
12
月
に
、
55

件
の
入
札
を
予
定
し
、
入
札
中
止
が

３
件
。（
市
内
事
業
者
の
契
約
は
工

事
で
18
件
、
物
品
・
役
務
で
１
件
）

○�

工
事
に
つ
い
て
31
件
あ
り
、
平

均
落
札
率
は
93
・
41
％
。

○��

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
入

札
執
行
は
５
件
（
入
札
不
調
１

件
）。
平
均
落
札
率
は
83
・
54
％
。

○��

物
品
・
役
務
は
入
札
を
19
件
予

定
し
て
い
た
が
、
入
札
中
止
が

３
件
あ
り
、
入
札
執
行
は
16
件
。

そ
の
う
ち
、
入
札
不
調
が
１
件
。

平
均
落
札
率
は
84
・
73
％
。

　
古
賀
市
入
札
監
視
委
員
会
に
お

い
て
、
平
成
31
年
度
は
１
７
７
件

の
入
札
を
対
象
に
入
札
状
況
を
確

認
し
、
33
件
の
案
件
を
抽
出
し
、

審
議
の
結
果
、
全
体
的
に
は
入
札

お
よ
び
契
約
手
続
は
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
答
申
が
あ
っ
た
。

管　
　
財　
　
課

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

�

実
証
実
験

問　

�

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
導
入
に

よ
る「
問
い
合
わ
せ
対
応
業
務
」

の
業
務
量
削
減
効
果
は
。

答
　�

１
月
４
日
か
ら
実
証
実
験
（
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
）
を
開

始
、
１
月
25
日
時
点
で
５
７
２

件
の
利
用
が
あ
る
。
単
純
に
考

え
ら
れ
な
い
が
５
７
２
件
の
電

話
の
問
い
合
わ
せ
業
務
が
削
減

さ
れ
る
と
の
見
方
も
で
き
る
。

令
和
３
年
度
運
用
に
向
け
予
算

計
上
す
る
。

財　
　
政　
　
課

お
く
や
み
案
内
の
開
始

　
死
亡
手
続
き
の
際
に
は
、
お
く

や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
て
い

る
。
２
月
１
日
か
ら
「
な
ん
で
も
き

く
コ
ー
ナ
ー
」
に
て
、
身
近
な
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
後
に
必
要
と
な
る
市

役
所
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
を
少

し
で
も
負
担
な
く
で
き
る
よ
う
に
、

予
約
制
で
各
窓
口
を
案
内
す
る
「
お

く
や
み
案
内
」
を
開
始
。

　
具
体
的
に
は
、
予
約
は
電
話
か

窓
口
に
て
手
続
き
希
望
日
の
４
営

業
日
前
ま
で
に
受
付
を
し
、
手
続

き
の
前
日
ま
で
に
遺
族
に
必
要
な

手
続
き
や
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い

て
、
電
話
で
知
ら
せ
る
。
手
続
き

当
日
に
は
「
な
ん
で
も
き
く
コ
ー

ナ
ー
」
窓
口
で
本
人
確
認
後
、
手

続
き
が
必
要
と
な
る
関
係
各
課
を

リ
レ
ー
形
式
で
案
内
し
、
各
手
続

き
を
行
う
。

　
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
、
遺

族
の
必
要
な
手
続
き
が
明
確
と
な

り
漏
れ
な
く
手
続
き
が
で
き
る
。

ま
た
関
係
各
課
に
お
い
て
も
、
手

続
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
内
容
が
把

握
で
き
る
こ
と
か
ら
事
前
に
準
備

が
で
き
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

経
営
戦
略
課

温
泉
施
設

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

�

促
進
改
修
工
事

問　

�

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の

応
募
は
１
グ
ル
ー
プ
の
み
。

さ
ら
に
全
体
的
な
採
点
結
果

は
６
割
に
満
た
な
い
。
特
に
、

注
目
の
オ
フ
ィ
ス
利
用
や
温

泉
利
活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

５
割
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
で
納
得
の
い
く

合
格
点
と
な
る
の
か
。

答
　�

審
査
基
準
等
は
得
点
５
割
を

超
え
た
者
を
契
約
の
交
渉
者

と
し
て
選
定
す
る
と
の
基
準

が
あ
り
特
に
問
題
は
な
い
。

問　

�

審
査
会
の
メ
ン
バ
ー
は
６
人
。

そ
の
中
に
市
の
職
員
が
４
人

含
ま
れ
る
。
こ
の
事
業
は
市
長

が
主
導
し
た
事
業
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
過
半
数
の
委
員
が

市
の
職
員
と
い
う
の
は
市
民

か
ら
疑
念
を
持
た
れ
な
い
か
。

答
　�

公
平
性
を
担
保
す
る
上
か
ら
、

今
後
は
外
部
委
員
の
比
率
等

も
含
め
検
討
。

経
営
戦
略
課

常
任
委
員
会
報
告
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文
教
厚
生
委員会
1月29日
2月 ５日

委
　

員
　

長

　
平
木
　

尚
子

副
委
員
長

　
伊
東
　

洋
子

奴
間
　

健
司

福
崎
　
ト
ビ
オ

松
島
　

岩
太

紙
谷
　

由
香

青
少
年
の
見
守
り
状
況

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
「
ひ
と
り
じ
ゃ
な

い
よ
＠
古
賀
市
」
を
再
開
し
、
相

談
開
設
日
を
平
日
５
日
間
の
９
時

か
ら
16
時
に
変
更
。

問　

�

相
談
件
数
が
２
倍
に
な
っ
た

要
因
は
。

答
　�

不
登
校
・
行
き
渋
り
の
児
童

の
登
校
支
援
も
含
む
た
め
。

問　

�

学
童
保
育
指
導
員
の
研
修
に

つ
い
て
は
。

答
　�

各
法
人
で
保
育
研
修
の
実
施
、

夏
休
み
に
学
校
教
育
課
主
催

の
指
導
員
研
修
会
を
実
施
。

県
で
実
施
さ
れ
る
研
修
の
参

加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

問　

�

児
童
セ
ン
タ
ー
の
高
校
生
の

利
用
に
つ
い
て
。

答
　�

し
し
ぶ
、
千
鳥
児
童
セ
ン
タ
ー

の
特
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

青
少
年
育
成
課

子
ど
も
発
達
ル
ー
ム
の
現
状

問　

�

委
託
か
ら
１
年
経
過
。
子
ど

も
発
達
ル
ー
ム
に
お
け
る
古

賀
市
と
の
連
携
や
課
題
、
利

用
者
の
声
に
つ
い
て
。

答
　�

退
職
し
た
先
生
以
外
は
全
て

雇
用
を
引
き
継
い
だ
こ
と
で
ス

ム
ー
ズ
に
療
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
連
携
は
業
者
の
代
表
者

と
毎
月
１
回
話
し
合
い
、
課
題

を
解
決
し
て
い
る
。

子
育
て
支
援
課

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

　
地
域
資
源
で
解
決
で
き
る
見
込

み
の
あ
る
課
題
に
つ
い
て
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
以
下
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
が
積
極
的
に

介
入
し
、
そ
の
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
人
を
支
援
し
て
い
く
。
地

域
で
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い

て
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
サ
ン
コ
ス
モ
古

賀
に
つ
な
ぐ
。
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
保
険
の
一
体
的
な
実
施

に
つ
い
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代

を
見
据
え
、
高
齢
者
が
で
き
る
限

り
長
く
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
活
習

慣
病
の
重
症
化
予
防
お
よ
び
心
身

機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
た
め
の

支
援
を
行
う
こ
と
で
健
や
か
に
安

心
し
て
過
ご
せ
る
社
会
の
構
築
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

問　

�

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
配
置
は
。

答
　�

委
託
と
し
て
３
人
配
置
。
相

談
支
援
包
括
化
推
進
員
を
配

置
し
保
健
福
祉
部
の
み
な
ら

ず
、
全
庁
的
に
支
援
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な

体
制
を
築
い
て
い
く
。

保
健
福
祉
部

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
現
状

問　

�

不
登
校
児
ゼ
ロ
と
な
っ
た
学

校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
　�

特
別
な
取
り
組
み
を
し
た
わ

け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

休
校
か
ら
学
校
が
再
開
さ
れ

る
段
階
で
、
子
ど
も
の
状
況

に
応
じ
て
学
校
に
来
れ
る
時

間
を
少
し
ず
つ
増
や
し
、
ま

た
学
校
以
外
の
施
設
の
協
力

も
得
て
子
ど
も
に
合
っ
た
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
た
。
児

童
の
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
る

連
絡
帳
を
作
り
児
童
の
意
欲

も
高
ま
っ
た
。

問　

�

修
学
旅
行
の
実
施
は
。

答
　�

全
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
。

学
校
教
育
課

常
任
委
員
会
報
告
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市
民
建
産
委員会
1月27日
28日

委
　

員
　

長

　
古
賀
　

誠
視

副
委
員
長

　
内
場
　

恭
子

中
野
　

敦
史

渡
　

　
孝
二

森
本
　

義
征

竹
下
　
司
津
男

花
見
小
学
校
通
学
路
の

�

ハ
ン
プ
実
証
実
験
に
つ
い
て

問　

�

そ
の
結
果
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
　�

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
国
に

お
い
て
実
証
実
験
の
結
果
の

集
計
を
行
っ
た
。
１
月
26
日

に
地
元
協
議
会
と
の
会
合
の

場
を
持
と
う
と
し
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
下
で
あ
っ
た
た

め
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

市
と
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
が
概
ね
良
好
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
設
置
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
る
。

建　
　
設　
　
課

上
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

問　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
て
い
る
が
、
上

下
水
道
の
使
用
量
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
。

答
　�

昨
年
５
月
の
緊
急
事
態
宣
言

時
に
は
、
２
カ
月
当
た
り
の

使
用
量
が
平
均
１
～
２
ト
ン

増
加
し
た
。

上
下
水
道
課

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
６
月
の
総
務
省
の
法
改

正
以
来
、
寄
附
額
の
減
少
傾
向
が
み

ら
れ
る
。

問　

�

新
宮
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
金
額
が
前
年
度
20
億
円
以

上
あ
り
、
先
を
行
っ
て
い
る
印

象
が
あ
る
が
、
そ
の
点
に
関

し
て
研
究
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　�

新
宮
町
で
は
広
告
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
今
後

調
査
研
究
を
行
い
、
来
年
度
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

商
工
政
策
課

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

�

か
か
る
給
付
金
に
つ
い
て

問　

�

国
、
県
に
よ
る
給
付
金
の
対

象
範
囲
が
今
回
飲
食
店
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業

に
対
し
て
は
担
当
課
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　�

経
済
産
業
省
に
お
い
て
自
粛

な
ど
の
影
響
で
厳
し
い
状
況

に
あ
る
中
小
企
業
に
対
す
る

一
時
金
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、

飲
食
店
以
外
に
も
支
援
が
実

施
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

商
工
政
策
課

今
在
家
地
区
の

�

開
発
に
つ
い
て

問　

�

今
在
家
地
区
の
市
街
化
区
域

編
入
の
対
象
区
域
に
お
け
る

地
権
者
は
全
て
協
力
い
た
だ

け
る
の
か
。
ま
た
編
入
後
、

開
発
に
伴
い
、
ど
の
よ
う
な

動
き
に
な
る
の
か
。

答
　�

地
権
者
に
は
一
部
未
同
意
の

人
も
い
る
が
、
地
元
を
中
心
に

な
る
べ
く
全
員
同
意
し
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
ま
と
め
を

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
市
街

化
区
域
編
入
後
の
動
き
と
し

て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業

を
実
施
す
る
予
定
。

問　

�

策
定
会
議
が
開
催
さ
れ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
本
会
議
は
最

終
的
に
首
長
に
対
し
て
提
言

す
る
の
か
、
首
長
の
諮
問
機

関
と
認
識
し
て
い
い
の
か
。

答
　�

本
会
議
は
今
回
の
委
託
業
務

の
一
環
で
あ
り
、
提
言
な
ど

は
行
わ
ず
、
整
備
基
本
計
画

策
定
に
対
し
て
意
見
を
伺
う

も
の
で
あ
る
。

都
市
整
備
課

常
任
委
員
会
報
告
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古
賀
高
等
学
校
組
合

　
令
和
３
年
２
月
４
日
に
古
賀
高
等
学
校

組
合
第
１
回
定
例
会
が
開
催
。
３
年
度
予

算
で
は
総
額
約
６
億
７
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
主
な
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
で
約
３

億
９
５
０
０
万
円
、
加
え
て
古
賀
市
の
分

担
金
は
約
２
５
０
０
万
円
等
が
計
上
。
歳

出
の
主
な
も
の
は
教
育
費
で
職
員
人
件
費

約
５
億
２
３
０
０
万
円
。
ま
た
、
公
債
費

議
長
　
結
城
　

弘
明

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

約
６
８
０
０
万
円
が
上
程
さ
れ
賛
成
全
員

で
可
決
。
続
い
て
３
月
30
日
、
教
育
委
員

会
教
育
長
に
長
谷
川
清
孝
氏
が
再
任
お
よ

び
教
育
委
員
に
大
嶋
正
紹
氏
が
新
任
、
賛

成
全
員
で
同
意
。
令
和
２
年
度
国
公
立
大

学
合
格
者
は
九
州
工
業
大
学
等
20
人
と
の

報
告
。

北
筑
昇
華
苑
組
合

　
令
和
３
年
２
月
10
日
に
北
筑
昇
華
苑
組

合
第
１
回
定
例
会
が
開
催
。
３
年
度
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
約
２
億
９
５
０
０
万
円

が
賛
成
全
員
で
可
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
に
よ
り
通
常
運
営
が
困
難
な
場
合
、
筑

慈
苑
施
設
組
合
（
筑
紫
野
市
他
）
と
相
互

受
け
入
れ
協
定
の
協
議
を
実
施
中
。

玄
界
環
境
組
合

　
令
和
３
年
２
月
17
日
に
玄
界
環
境
組

合
第
１
回
定
例
会
が
開
催
。
歳
入
歳
出

予
算
そ
れ
ぞ
れ
33
億
２
６
０
０
万
円
、

古
賀
市
の
分
担
金
は
約
５
億
１
０
０
０

万
円
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
塵
芥
処
理

費
約
31
億
円
お
よ
び
公
債
費
１
億
２
０

０
０
万
円
等
で
あ
り
賛
成
全
員
で
可
決
。

職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

異
　
　
動

渋
田　

倫
男
（
事
務
局
長
）

　
議
会
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

異
動
着
任

水
野　

幸
徳
（
事
務
局
長
）

　
課
せ
ら
れ
た
職
責
を
十
分
果
た
せ

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
事
務
局
紹
介

３
年
陳
情
１

「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
の
負
担
の
引

き
上
げ
の
見
送
り
を
求
め
る
」意
見
書
を
政

府
に
提
出
す
る
た
め
の
陳
情
書

３
年
陳
情
２

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
・
調
印
・
批
准

を
政
府
に
求
め
る
た
め
の
陳
情
書

陳
　
情

陳
　
情

　
陳

情

者

　
　
福
岡
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会

�

会
長
　
豊
田

文
俊

　
陳

情

者

　
　
非
核
の
政
府
を
求
め
る
福
岡
県
の
会

�

事
務
局
長
　
熊
谷

芳
夫

■
お
わ
び
と
訂
正

　
94
号
の
文
教
厚
生
委
員
会
の
13
ペ
ー
ジ
の

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
向
け

て
」
の
中
で
、「
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
古
賀
北
中
学
校
区
）
サ
ン
コ
ス
モ
内
」

と
あ
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
「
第
２
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
古
賀
北
中
学
校
区
）

千
鳥
苑
内
」
で
す
。

　
お
わ
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告
、
陳
情
、
事
務
局
紹
介
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議
会
報
編
集
委
員
会

の
仕
事
も
、
今
期
折
り

返
し
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
予
算
も

決
ま
り
、
新
た
な
気
持

ち
で
新
年
度
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
委
員
も
、

だ
ん
だ
ん
編
集
の
仕
事

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
編
集
内
容
や
、
言

葉
に
は
気
を
配
り
な
が

ら
、
委
員
会
で
力
を
合

わ
せ
、
さ
ら
に
読
み
や

す
い
も
の
に
し
て
ま
い

り
ま
す
。

�

（
平
木
）

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

委
　

員
　

長
　
福
崎
　

ト
ビ
オ

副
委
員
長
　
平
木
　

尚
子

委
　
　
員
　
清
原
　

哲
史

　
　

〃
　

　
　
内
平
　

晃
二

　
　

〃
　

　
　
竹
下
　

司
津
男

　
　

〃
　

　
　
紙
谷
　

由
香

編
集
後
記

表
紙
の
言
葉

　
今
年
の
春
は
、
駆
け
足

で
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
な
今
、
季
節

の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
な

が
ら
、
市
内
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
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第
１
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
28
人
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
は
６
月
11
日
（
金
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
・

録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

古賀市議会の中継・録画は

中継・録画 古賀市議会HP

古賀市議会
またはQRコードで検索してください。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年　

古
賀
市
議
会

第
２
回
定
例
会
会
期
日
程
（
案
）

会
期　

６
月
11
日
〜
28
日　

18
日
間

注）会期日程は、６月７日（月）の議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示します。
◎�本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。また、
議会ホームページでもご覧になれます。
◎�議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。
　（本会議の傍聴席は 46席、委員会傍聴席は原則５～１０席ですがコロナ禍により減席しています）
◎請願書の締切りは６月４日（金）午後５時です。

日
曜

会
　
議
　
名

11
金

本
会
議
（
初
日
）

15
火

本
会
議
（
２
日
目
）

16
水

常
任
委
員
会

17
木

常
任
委
員
会

18
金

常
任
委
員
会

21
月

補
正
予
算
審
査

�

特
別
委
員
会

22
火

一
般
質
問

23
水

一
般
質
問

24
木

一
般
質
問

28
月

本
会
議
（
最
終
日
）

開議時刻は全て9時30分～

３月６日　大根川清掃活動の様子

市民活動紹介市民活動紹介
ボランティアボランティア
訪　問　訪　問　㉛㉛

　「
大
根
川
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
」
は
、

環
境
市
民
会
議
「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」

の
一
員
で
、「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」
か
ら

は
資
金
面
や
人
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
支
援
、

福
岡
県
の
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
３
月
と
10
月
の
年
２
回
、
古
賀
市

内
だ
け
を
流
れ
る
大
根
川
を
、
多
く

の
市
民
の
方
々
と
一
斉
に
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
清
掃
活
動
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｇ
Ａ
」

「
古
賀
ほ
た
る
の
会
」「
里
川
を
愛
す

る
会
」「
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
古
賀
東
小

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」「
西

小
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」、

企
業
か
ら
「
㈱
古
賀
環
美
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」「
山
崎
製
パ
ン
㈱
」「
ハ

ウ
ス
食
品
㈱
」。ま
た
、古
賀
中
学
校
、

古
賀
市
環
境
課
、
一
般
市
民
、
薦
野

行
政
区
も
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
新
し
い
団
体
、
親
子

連
れ
、
若
者
等
の
参
加
も
多
く
、
市

議
会
も
地
球
温
暖
化
、
環
境
問
題
に

取
り
組
み
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
20
回
目
と
な
る
今
回
の
清
掃
は
、

３
０
７
人
の
参
加
、
可
燃
ご
み
１
４

８
０
㎏
、
金
物
類
60
㎏
、
リ
サ
プ
ラ

可
燃
粗
大
２
７
０
㎏
、
合
計
１
８
１

０
㎏
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
：
渋
田
敏
勝

�

０
９
０
－
７
４
６
７
－
３
９
５
１

大
根
川

�

ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

�

～
大
根
川
清
掃
活
動
～

（
３
月
６
日
）

 
 
 
 
 
 
 

 
大根川の上流から下流域（花鶴川河口まで）、青柳川の一部をボランティア、地域コミュニティ

による一斉清掃を行います。河川清掃にご協力いただける方、①①～～⑥⑥ののおお近近くくのの場場所所ににごご参参

集集くくだだささいい!!!!   皆様の参加をお待ちしています。 
 

開催日 令和３年３月６日（土） 

清掃時間  ９：３０～１１：００ 小雨決行 

 

 清掃場所 集合場所 団体名 

①  清滝橋～こもの橋 清滝橋 古賀市ほたるの会 

こもの行政区 

②  熊鶴橋～太郎丸橋（上流域） 筵内公民館前 東小校区コミュニティ 

③  太郎丸橋～五楽橋（下流域） 庄北分別収集場所 東小校区コミュニティ 

④  市役所付近（五楽橋～古賀橋） 市役所上下水道課前 一般市民・中学生・ 

里川を愛する会 

⑤  古賀橋～国道 3号線 

（花鶴川～青柳川一部） 

市役所上下水道課前 レインボーKOGA・ 

 

⑥  花鶴川河口 花鶴浜公園 西小校区コミュニティ・ 

海洋スポーツクラブ 

⑦  青柳小付近～石ヶ崎橋（青柳川） 注）実施日程が異なります ハウス食品・ヤマサキ製パ

ン 

 

※活動しやすい服装、長靴などでご参加ください。軍手持参願います。 ゴミ袋は準備しています。 

 

主催 ： 大根川クリーンネット（ぐりんぐりん古賀の環づくり事業に参加しています） 

協賛 ： 古賀市環境課 

参加団体：レインボーKOGA・古賀ほたるの会・里川を愛する会・古賀東小校区コミュニティ協議

会・西小校区コミュニティ協議会・海洋スポーツクラブ・古賀環美センター・ 

ヤマサキ製パン・ハウス食品 

問問いい合合わわせせ先先：：大大根根川川ククリリーーンンネネッットト（（渋渋田田 009900--774466７７--33995511））（（阿阿部部 009900--99447722--44889911））  

こが市議会だよりこが市議会だより9595号号 2424


